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研究成果の概要（和文）：注意は情報選択の役割を担う主要な認知機能の1つであり，物理的に顕著な属性や，
心的状況に一致した対象(心配ごと)に向く。本研究は不安な状態に関わる場面やものごとに注意が向きやすくな
る状態である注意バイアスについて調べた。研究1では，過敏性腸症候群(irritable bowel syndrome, IBS)の傾
向をもつ対象者に対して，胃腸症状関連語はネガティブ語に比べて注意が向きやすいかを検討した。状態不安の
高い個人は,消化器症状関連語に普段から注意を向け警戒していることがわかった。研究2では，インターネット
ベースの注意バイアス修正法（iABM）が，一般労働者の不安を軽減する効果を検討した。

研究成果の概要（英文）：Attention is one of the main cognitive functions responsible for information
 selection and is directed towards physically salient attributes and objects that are consistent 
with the mental situation. The present study investigated attention bias, a condition in which 
attention is more likely to be directed to situations and objects related to an anxious state. Study
 1 examined whether gastrointestinal symptom-related words are more attentive than negative words to
 subjects with a tendency towards irritable bowel syndrome (IBS). Individuals with high state 
anxiety were found to be routinely attentive and alert to gastrointestinal symptom-related words. 
Study 2 examined the effect of the internet-based attention bias modification method (iABM) on 
reducing anxiety among general workers.

研究分野： 認知心理学

キーワード： 注意バイアス　過敏性腸症候群　視覚的注意

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
注意バイアス測定法の研究は精神疾患の理解，状態の改善に貢献しうる。特に研究2の成果は，介入群における
反応時間が改善されたことを示している。この事実は、介入群における者の注意バイアスが正常化したことを意
味する可能性がある。また、介入群で状態不安が有意に低下したことから、本研究で開発したiABMがマイルドな
不安の軽減に寄与することが示唆される。注意バイアスは不安症状やうつ症状などの精神疾患に関連しているた
め，今後の研究によって，注意バイアスがどのように病態の発症や維持に影響を与えるかを理解することに貢献
するだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
注意は情報選択の役割を担う主要な認知機能の 1 つであり，さまざまな段階ではたらく。物理
的に顕著な属性をもつもの(突然動き出すもの，閃光など)や，現在遂行中の課題に関連するもの
ごと(会話相手の声など)は注意が向きやすい。このほかにも，自らが価値をおく対象(金銭など)
や心的状況に一致した対象(心配ごと)にも注意は向く。本研究は不安な状態に関わる場面やもの
ごとに注意が向きやすくなる状態である注意バイアスについて調べた。研究 1 では，過敏性腸
症候群(irritable bowel syndrome, IBS)の傾向をもつ対象者に対して，胃腸症状に関連した語は
ネガティブ語に比べて注意が向きやすいかを検討した。IBS 患者は胃腸症状に関連した語を多
く想起することが知られている。Tkalcic et al. (2014)はストループ課題を用いて，ストループ
促進効果を報告している。一方で，古典的には抑うつ者は抑うつ関連語の反応時間が却って遅延
する(Gotlib & McCann, 1984)。ストループ課題の場合はどの段階での干渉・促進課が判然とし
ないため，本研究は胃腸症状に関わる状況脅威語(旅行，トイレなど)への注意バイアスをドット
プローブ課題を用いて測定した。Tkalcic et al. (2014)で使用された語を入手し，日本語訳した
のちに測定を行った。状態不安と消化器症状関連語への注意バイアスとの関連を測定したとこ
ろ，状態不安の高い個人は,消化器症状関連語に普段から注意を向け警戒している可能性がある
ことがわかった。研究 2 では，インターネットベースの注意バイアス修正法（iABM）が，一般
労働者の不安を軽減する効果を検討するため，ランダム化し比較試験を行った。性別と年齢を合
致させて，180 人を介入群，120 人を対照群に割り当てた。介入群には，1 か月間に 5 回のセッ
ションがあり、合計 600 回の ABM 試行が行われた。結果として，介入群と対照群の間で STAI
を指標とした不安スコアの変化に有意差は見られなかった。 5 回目のセッションの平均反応時
間は，最初のセッションの平均反応時間よりも有意に短かった。さらに、効果量Δの指標に影響
はなかったが、対応のある t 検定は不安スコアの有意な減少を示した。 
 
２．研究の目的 研究 1 
本研究では，日本人大学生を対象に，IBS に関連する単語の種類(実験 1: 消化器症状関連語とネ
ガティブ語, 実験 2: 状況脅威語とネガティブ語)を要因とする 1 要因 2 水準の被験者間計画で，
ドットプローブ課題を用いた 2 つの実験を実施した。不安を感じやすい傾向である人や IBS の
傾向をもつ個人は，IBS に関連する単語を回避するのではなく，焦点化するように注意を向け，
単語を警戒している可能性を検証した。 
 
３．研究の方法 
実験 1 方法 
実験参加者 
大学生 63 名(男性 30 名, 女性 33 名, 年齢: M = 20.44, SD = 1.78, range = 18-25)。 
質問紙 
被験者の状態不安と特性不安の程度を測定するため，状態-特性不安尺度(STAI-S, STAI-T; 
Spielberger et al., 1983; 肥田野 et al., 2000)の日本語版を使用した。被験者の抑うつ症状の程度を
測定するため，うつ病自己評価尺度(BDI-Ⅱ; Beck et al., 1996; 小嶋・古川, 2003)の日本語版を使
用した。Rome Ⅳにおいては，診断基準である日本消化器病学会 (2014)をもとにし，IBS の評定
に関わる質問項目 6 つのみを抜き出して使用した。 
刺激 
ドットプローブ課題に使用された単語は，中立語(例: 基本，企画)，消化器症状関連語(下痢, げ
っぷ, 痙攣, 胃, 吐き気, 便秘, 腹部膨満感, 腸, おなら, 腹痛)，そしてネガティブ語(悪, 殺害, 
自殺, 虐待, 暴力, 絶望, 強姦, 致命的, ひどい, 苦しめる)の 3 種類であった。中立語とネガティ
ブ語は，Hakamata et al. (2018)で用いられたものを使用した。消化器症状関連語は Tkalcic et al. 
(2014)で用いられたものを翻訳して使用した。 
呈示条件 
ドットプローブ課題で呈示される単語の種類のパターンは，中立語と消化器症状関連語，中立語
とネガティブ語のいずれかであった。また，呈示される単語の位置のパターンは，中立語-上と
消化器症状関連語またはネガティブ語-下，中立語-下と消化器症状関連語またはネガティブ語-
上のいずれかであった。また呈示されるプローブの位置のパターンは，上か下かのいずれかであ
った。すなわち，本研究のドットプローブ課題では，合計で 8 つの呈示条件が存在した。また，
プローブが消化器症状関連語またはネガティブ語の現れた位置に呈示された試行を一致試行，
プローブが中立語の現れた位置に呈示された試行を不一致試行として区別した。すなわち，一致
試行と不一致試行で 4 つずつ呈示条件が存在した。 
 



実験 2 方法 
実験参加者 
大学生 69 名(男性 46 名, 女性 23 名, 年齢: M = 20.36, SD = 1.73, range = 18-24)が参加した。 
質問紙 
実験１と同様に，STAI-S，STAI-T，BDI-Ⅱ，そして Rome Ⅳの 4 つの質問紙を使用した。 
手続き 
実験 1 では中立語とネガティブ語に加え，消化器症状関連語を呈示していたが，実験 2 では消化
器症状関連語に代わり状況脅威語を呈示した。その他については実験１と同様であった。ドット
プローブ課題に使用された単語は，実験１で用いられた中立語とネガティブ語，そして状況脅威
語(歓迎会, 睡眠薬, エレベーター, 食べ物, 旅行, 衛生, トイレ, 洗濯, 出かける)の 3 種類であっ
た。状況脅威語は Tkalcic et al. (2014)で用いられた 10 個の単語を翻訳して使用した。翻訳に際し
ては実験 1 と同じく，状況脅威語と，中立語とネガティブ語との平均文字数を合わせることを考
慮した(状況脅威語: M = 2.7, SD = 1.1)。呈示条件，試行数は実験 1 と同様とした。 
 
４．研究成果 
研究 1 の結果  
ドットプローブ課題におけるバイアススコア 
STAI-S，STAI-T，BDI-Ⅱのスコアと各バイアススコアについて Pearson の積率相関分析を行った。
STAI-S，STAI-T，BDI-Ⅱのスコアを x 軸，各バイアススコアを y 軸とする散布図を Figure 2 に示
す。また，Pearson の積率相関分析の結果を Table 2 に示す。これらの分析を行った結果，STAI-
S スコアと消化器症状関連語バイアススコアとの間に有意な正の相関が見られた(r = .32, t(59) = 
2.56, p = .01)。しかし，ネガティブ語バイアススコアとの間に有意な相関は見られなかった(r = .08, 
t(59) = 0.65, p = .52)。また，STAI-T，BDI-Ⅱのスコアと各バイアススコアとの間に，有意な相関
は見られなかった(STAI-T: 消化器症状関連語バイアススコア: r = .21, t(59) = 1.64, p = .11; ネガテ
ィブ語バイアススコア: r = −.13, t(59) = 0.97, p = .34; BDI-Ⅱ: 消化器症状関連語バイアススコア: r 
= .16, t(59) = 1.21, p = .23; ネガティブ語バイアススコア: r = −.12, t(59) = 0.92, p = .36)。 
考察 
実験 1 ではドットプローブ課題を用い，IBS 患者のように不安を感じやすく，また胃腸に懸念が
ある日本人大学生と，それらの傾向をもたない者について，消化器症状関連語，ネガティブ語に
対する注意バイアスを比較した。バイアススコアを分析した結果として，STAI-S スコアと消化
器症状関連語バイアススコアの間に有意な正の相関が見られ，また状態不安高群は消化器症状
関連語バイアススコアが正であり，さらに状態不安低群に比べ，消化器症状関連語バイアススコ
アが有意に高かった。これは予測を支持する結果であった。状態不安が高い日本人大学生は，特
定の状況に対する不安を感じやすく，状況からその発症と悪化に関連がある，消化器症状に対す
る注意が高まっており，消化器症状に関連する語句に対して普段から注意が向いている可能性
が示された 
 
研究 2 の結果 
ドットプローブ課題におけるバイアススコア 
STAI-S，STAI-T，BDI-Ⅱのスコアと各バイアススコアについて Pearson の積率相関分析を行った。
STAI-S，STAI-T，BDI-Ⅱのスコアを x 軸，各バイアススコアを y 軸とする散布図を Figure 6 に示
す。また Pearson の積率相関分析の結果を Table 7 に示す。これらの分析の結果，STAI-S，STAI-
T，BDI-Ⅱのスコアと各バイアススコアとの間に，有意な相関は見られなかった(STAI-S: 状況脅
威語バイアススコア: r = −.17, t(56) = 1.26, p = .21; ネガティブ語バイアススコア: r = −.11, t(56) = 
0.79, p = .43; STAI-T: 状況脅威語バイアススコア: r = −.03, t(56) = 0.22, p = .83; ネガティブ語バイ
アススコア: r = .03, t(56) = 0.20, p = .84; BDI-Ⅱ: 状況脅威語バイアススコア: r = .04, t(56) = 0.29, p 
= .77; ネガティブ語バイアススコア: r = −.03, t(56) = 0.19, p = .85)。 
考察 
実験 2 ではドットプローブ課題を用い，IBS 患者のように不安を感じやすく，また胃腸に懸念が
ある日本人大学生とそれらの傾向をもたない者について，状況脅威語，ネガティブ語に対する注
意バイアスを比較した。バイアススコアを分析した結果，状態不安高群は状態不安低群に比べ，
状況脅威語バイアススコアが有意に低く，負の値を示した。また，警戒・回避バイアススコアを
分析した結果として，STAI-S スコアと状況脅威語回避バイアススコアとの間に有意な負の相関
が見られた。また状態不安高群は，状態不安低群よりも，状況脅威語回避バイアススコアの平均
値が有意に高かった。これらの結果は予測を支持するものではなかったが，状態不安が高い日本
人大学生には，状況脅威語に対する注意バイアスが生じていることが明らかになった。このバイ
アスが示しているのは，状態不安が高い日本人大学生は，特定の状況に関する不安を感じやすい
ものの，それによって，状態不安に関連する，脅威となる状況を示す語句に普段から注意を向け



警戒に集中するのではなく，逆に回避している可能性であった。すなわちこの結果からは，Tkalcic 
et al. (2014)において見られた IBS 患者に生じていた状況脅威語への回避的な注意バイアスが，状
態不安が高い日本人大学生においても生じていたことが示唆された。一方で，IBS 該当群は，IBS
非該当群よりも，状況脅威語回避バイアススコアの平均値が有意に低かった。この結果からは，
IBS の疑いがある日本人大学生は，状況脅威語を回避する度合いが低く，健常な日本人大学生と
は異なった認知処理過程で状況脅威語に反応している可能性が示された。 
また，実験 2 では，実験 1 では見られなかった，STAI-S スコアとネガティブ語回避バイアス

スコアとの間に有意な負の相関が存在した。これには，課題に使用された単語の違いが影響して
いると考えられる。実験 1 では一般的に負の感情を想起するような単語が消化器症状関連語(下痢, 
げっぷ, 痙攣, 胃, 吐き気, 便秘, 腹部膨満感, 腸, おなら, 腹痛)とネガティブ語(悪, 殺害, 自殺, 虐
待, 暴力, 絶望, 強姦, 致命的, ひどい, 苦しめる)の 2 種類使用されていた。しかし，実験 2 ではネガ
ティブ語しか使用されていなかったため，実験 1では分散していた回避的な反応が，実験 2における課
題のネガティブ語の現れた試行に集中し，STAI-S スコアとネガティブ語回避バイアススコアとの間に有
意な負の相関が見られたと考えられる。 
 
研究 2 
１．研究開始当初の背景 
 研究開始当初の状況として、注意バイアス修正法（attention bias modification : ABM）が不安症
を中心としたメンタヘルス問題の改善に寄与するとのエビデンスは非常に多くみられていた。
しかしながら、ABM を実施するに際して、デスクトップパソコンを利用した実施が大多数であ
り、近年、メンタルヘルス問題の改善で極めて注目度の高い「セルフマネジメント」という文脈
で簡易的にメンタルヘルス問題を抱える当事者自身が ABM を実施するという試みはほとんど
見られない状況であった。 
 
本研究では，インターネットベースの注意バイアス修正法（iABM）が，一般労働者の不安を軽
減する効果を検討するため，ランダム化し比較試験を行った。性別と年齢を合致させて，180 人
を介入群，120 人を対照群に割り当てた。介入群には，1 か月間に 5 回のセッションがあり、合
計 600 回の ABM 試行が行われた。結果として，介入群と対照群の間で STAI を指標とした不安
スコアの変化に有意差は見られなかった。 5 回目のセッションの平均反応時間は，最初のセッ
ションの平均反応時間よりも有意に短かった。さらに、効果量 Δ の指標に影響はなかったが、
対応のある t 検定は不安スコアの有意な減少を示した。 
iABM 介入は、対照条件と比較した場合，労働者の不安の改善を促進しなかった。 
 
２．研究の目的 
 上記のような状況をうけて、本研究では ABM の社会実装を目的として研究を開始した。研究
に先立って、インターネットベースで注意バイアス修正法（iABM）を実施出来るシステムを開

発した。ユーザビリティを高めるため、PC のみならず、ipad, iphone, スマートフォンのデバイス
でも iABM を実施できるようにした。本研究では、このように構築したシステムが、日本におけ
る実際の労働者が抱える不安を軽減するかどうか検討することを目的とした。 
 



３．研究の方法 
iABM が，一般労働者の不安を軽減する効果を検討するため，ランダム化し比較試験を行った。

性別と年齢を合致させて，180 人を介入群，120 人を対照群に割り当てた。介入群には，1 か月
間に 5 回のセッションがあり、合計 600 回の ABM 試行が行われた。 
 
４．研究成果 
成果として，介入群における反応時間が改善された。この事実は、介入群における者の注意
バイアスが正常化したことを意味する可能性がある。また、介入群で状態不安が有意に低下
したことから、本研究で開発した iABM がマイルドな不安の軽減に寄与することが示唆さ
れた。 
 
Tayama, J., Shimazu, A., Ogawa, S., & Nakaya, N. (2021). Effect of internet-based 
attention bias modification on the anxiety of Japanese workers: A randomized controlled 
trial. Journal of occupational health, 63(1), e12229. 
 
研究 3 
１．研究開始当初の背景 
近年、メンタルヘルス問題の改善のため、専門家に依存することのない「セルフマネジメント」

が注目されている。DecNef（Decoded Neurofeedback）と呼ばれる神経科学の技術もセルフマネジ
メントとして発展する可能性がある。DecNef は、特定の脳活動パターンをリアルタイムでフィ
ードバックして、人々が自分の脳波を意識的にコントロールする方法を学べるようにするもの
である。しかしながら、DecNef が心身症の代表格である過敏性腸症候群（IBS）の改善に寄与す
るかどうかについて、その有効性が確立されていない。IBS では、脳と腸の間の相互作用が関与
しているため、脳活動の調整が症状の管理・改善に役立つ可能性がある。そのため、本研究では、
IBS を対象とした DecNef の有用性について検討することを目的として研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
 IBS 症状のある若年成人と無症状の若年成人を対象に EEG データを収集し、サポートベクタ
ーマシンを用いた IBS 判定ツールを開発し、その有用性について脳部位を指標として検討した。 
 
３．研究の方法 

IBS のある大学生 28 人と無症状の大学生 24 人の EEG データを収録し、高速フーリエ変換分析
で周波数解析を行い、SVM を用いた教師あり学習で IBS 判定ツールを作成した。 
 
４．研究成果 

結果として、全脳および前頭葉、
頭頂葉、後頭葉における IBS 症
状の診断精度が検証され、全脳
および前頭葉において 90％以
上の精度が確認された。この結
果は、EEG データを使用して
IBS の症状の有無を判定するこ
とが可能であることを示した。
IBS 判定ツールを用いることで、
EEG は患者に対して症状の有
無に関するフィードバックを提
供する手段となり、これが IBS
のせル、不マネジメント戦略を
開発する基盤となる。 
 
Koizumi, K., Hamaguchi, T., 
Tayama, J., & Fukudo, S. 

(2022). A Method of Generating a Classifier that Determines the Presence or Absence 
of IBS Symptoms by Supervised Learning from the Frequency Analysis of 
Electroencephalogram Data. Frontiers in Bioscience-Landmark, 27(6), 187. 
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